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３波長ファブリ・ペロー分光器による熱圏・中間圏の風速・温度観測の現状 ー　３
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３波長イメージングファブリ・ペロー分光器の開発について報告する。この機器は、直径１１６ｍｍのエタロ

ンを用い、検出器に３台の冷却型ＣＣＤカメラを用いることにより、夜間大気光の 630.0nm（酸素原子、高度

200-300km）、557.7nm（酸素原子、高度約 96km）、839.9nm（OH 分子、高度約 86km）の３波長の発光を同時に分光

し、発光高度の中性大気の温度、風速を求めることができる。平成１１年５月より、酸素原子２波長に関して、信

楽ＭＵ観測所において無人自動観測を開始している。本講演では、この分光器の性能をモデル計算やレーダー観測

との比較を行って評価した結果を報告する。

私たちは、超高層大気イメージングシステム（Optical Mesosphere Thermosphere Imagers - OMTI）の１部と

して、３波長イメージングファブリ・ペロー分光器を開発してきた。この機器は、直径１１６ｍｍのエタロンを用

い、検出器に３台の冷却型ＣＣＤカメラを用いることにより、夜間大気光の６３０．０ｎｍ（酸素原子、高度２０

０－３００ｋｍ）、５５７．７ｎｍ（酸素原子、高度約９６ｋｍ）、８３９．９ｎｍ（ＯＨ分子、高度約８６ｋｍ）

の３波長の発光を同時に分光し、発光高度の中性大気の温度、風速を求めることができる。この機器は平成１１年

５月より、酸素原子２波長に関して、信楽ＭＵ観測所において無人自動観測を開始している。本講演では、この分

光器の性能をモデル計算やレーダー観測との比較を行って評価した結果を報告する。


